
トラクターの購入を検討して

いるのだけれど、お薦めは

ありますか？

一関農機センター　菅原智也

　 それなら共同購入トラクターがお薦めです。共同

購入トラクターは、ＪＡグループが全国１万人の生産

者の需要を取りまとめ、ＪＡ全農が生産者の代理人

として一括発注・仕入れを行い、メーカーは製造・流

通の効率化を図り生産者へ価格メリットを還元する

仕組みです。好評いただいた第１弾の６０馬力トラク

ターに続き、中型の２８～３５馬力トラクターの提案

に向けアンケートを実施中です。

３月に開催する春の展示会でも

ご相談・事前申し込みができます

のでぜひご来場ください。

（関連記事P19）
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職員を紹介します

今月の

“つくる”をテーマにＪＡ役員が
思いを綴ります

理事
千葉  幹雄
（藤沢）　年の暮れから年明けに向け穏やか

で過ごしやすい日々でしたが、時期的に雪がない正月
は四季が感じられず今年の天候が心配になります。
　いわて平泉の果菜５品目を中心とした園芸品目のブラ
ンド化は着実に前進しており、今年の生産販売に期待
するところです。しかし畜産・酪農においては近年、生
産者の高齢化や後継者不足、枝肉の価格低迷など課題
を残す１年となりました。今季はオリンピック、パラリン
ピックが日本で開催されます。最大の消費を期待すると
ともに、従来にも増しＪＡグループや関係機関との連携
を強化し販売に努めていきたいと考えています。
　現在、国の政策は輸出を増やし収益を高めることを
中心に考えているようですが、大規模経営だけの推進
ではなく、組合員、地域の中小規模経営が生きがいを
持って生産できる政策が必要だと思っています。ＪＡ改
革を進める中で、農業県、畜産県であるいわて平泉は
水田農業政策の転換への対応など自己改革への取り組
みと合わせ、くらしの活動強化に向けた経済事業改革
を組合員皆さまと一体となり進めていくことが急務と考
えております。役職員はもとより、組合員地域の皆さま
に事業利用をいただきながら、さらに発展させられる
よう努めてまいります。

持続的経営
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千葉 江美

　
加藤 節子

センター長
菅原  聡
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監修：やすらぎホールせんまや  ℡：0191-52-5943／やすらぎホールいちのせき  ℡：0191-32-1140

練習を重ねた「きらきら星」を披露

ᣣ৻ߒᭉߚ߉ㆊߦ㑆߁ߣߞ

　ＪＡ女性部室根中央支部は１月１９日、第２３回
わくわく交流会を開きました。認定臨床宗教師の
時宗不退山長徳寺（藤沢）渋谷真之住職による
講演では、自分の闘病経験から得た悔いのない
最期を迎えるための心得を学びました。アトラク
ションではハンドベルの音色が会場を包んだ他、
仮装した女性部役員や生活シーダーの麦畑で会
場が笑いの渦に巻き込まれました。

２グループに分かれて意見を交換

ᓟߩᵴേߦะߌᗧ឵

　ＪＡ青年部協議会は１月２９日、青年部とＪＡ常
勤役員との意見交換会を開きました。これまで青
年部単位で行っていましたが、初めて全体で開催。
米穀と園芸の２グループに分かれて意見を交換し
ました。集出荷場の集約や支店再編による活動拠
点の不安などが上げられ、ＪＡ役員が回答しました。
那須俊裕会長は「ＪＡと情報を共有し今後の青年
部活動につなげていきたい」と意欲を示しました。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田 153-12
TEL 0191-52-5668
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ᣂᐕ߅ࠍ
ボランティアの皆さんによる踊りや歌で新年を祝いました。

ㅍࠇㅍࡓࠥࠇ
紅白に分かれて、気合を入れて隣の人へつなぎます。いつもより
足も上がっていい調子。

足を上げて器用にお隣へ

落とさないようにしっかりキャッチ
楽踊会の皆さん

いわい民謡舞踊同好会の皆さん
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